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日本子ども社会学会 第 30 回大会 プログラム 

  

１．開催日   

 

2024 年 6 月 29 日（土）・30 日（日） 

 

２．会場   

 

日本女子大学 目白キャンパス（東京都文京区目白台 2 丁目 8-1） 

      （6 月 29 日・30 日の両日とも対面で実施） 

 

３．日程 

 

【前 日 6 月 28 日（金）】 

16 時 30 分～ 17 時 30 分 評議員会 （新泉山館 2 階 会議室 1） 

17 時 30 分～ 19 時 30 分 理事会 （新泉山館 2 階 会議室 2） 

 

【1 日目 6 月 29 日（土）】   

9 時 30 分～ 12 時 00 分 受 付（新泉山館 1 階） 

＊ 初日の午前中はクロークを設けません 

12 時 30 分～ 18 時 00 分 受 付（百二十年館 1 階 12101 教室） 

クローク（百二十年館 1 階 12102 教室） 

 

10 時 20 分～ 12 時 00 分 大会実行委員会企画公開シンポジウム（新泉山館 1 階会議室） 

10 時 20 分～ 12 時 00 分 研究発表Ⅰ（新泉山館 2 階 新泉 201 教室、会議室） 

12 時 10 分～ 13 時 00 分 総会及び学会賞授賞式（新泉山館 1 階 大会議室） 

13 時 00 分～ 14 時 00 分 昼 食 

14 時 00 分～ 15 時 30 分 研究交流委員会企画ワークショップ 

（百二十年館 B1 階 12001 教室） 

15 時 40 分～ 17 時 45 分 研究発表Ⅱ（百二十年館 B1 階 各教室） 
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【2 日目 6 月 30 日（日）】 

9 時 30 分～ 18 時 00 分 受 付（百二十年館 1 階 12101 教室） 

クローク（百二十年館 1 階 12102 教室） 

 

10 時 00 分～ 12 時 00 分 研究発表Ⅲ（百二十年館 B1 階 各教室） 

12 時 00 分～ 13 時 30 分 昼食 

12 時 00 分～ 13 時 30 分 各種委員会（百二十年館 1 階 各教室） 

12 時 00 分～ 13 時 30 分 ポスター発表 

（百二十年館 B1 階 ラーニングコモンズかえで） 

13 時 30 分～ 15 時 10 分 研究交流委員会企画 30 周年記念テーマセッション 

（百二十年館 B1 階 12001 教室） 

15 時 25 分～ 17 時 45 分 ラウンドテーブル（百二十年館 B1 階 12008 教室、12009 教室） 

 

４．大会参加申し込み（事前申し込み）・大会参加費  

 

 Peatix で参加申込（チケット購入）をしカード決済やコンビニ払いを利用した場合は、支払った日

の日付で領収書が発行されます。 

 そのため、2024 年度（2024 年 4 月 1 日以降）の研究費での支払いをお考えの方は参加申込（チ

ケット購入）を 4 月 1 日以降に行ってください。なお、【当日支払】で参加申込（チケット購入）を行う

または大会当日に会場受付において現金で支払う予定の方は、領収書は受付日の日付で発行

いたします。 

 

※ Peatix の【当日支払】欄には「無料」という文字が出ておりますが、これは事前申込の際の

支払いは無料ということで、大会当日には￥4,000 または￥2,000 の参加費を現金でお支払い頂く

ことになります。 

 

(1) 「大会参加申し込み」から事前に参加申し込みを行ってください。 

事前申し込みの場合は Peatix でカード決済またはコンビニ決済をお選び頂けます。事前の

参加申し込みがなされていない場合は、会場にて参加費を現金でお支払いいただきます。 

なお、おつりのないように千円札のご準備をお願い致します。 

 

事前参加申し込み期間：2024 年 2 月 1 日（木）〜6 月 15 日（土） 

※ 非会員の方も臨時（当日）会員としての参加申し込みができます。 

 

(2) 大会参加に加えて、発表申し込み（筆頭発表者として発表できるのは口頭またはポスターの

いずれか 1 つ）、ラウンドテーブルの企画申し込みを行う方は大会 HP に掲載の申込フォーム

へのご記入をお願いいたします。 

 

発表申込期間およびラウンドテーブル企画申込期間   

：2024 年 2 月 1 日（木）〜3 月 15 日（金） 
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（3）大会参加費 

事前申し込みを行った上で，大会参加費をお支払い下さい。事前申込分については Peatix

を活用したクレジットカード払い、コンビニ払いを導入しました。 

事前申込をせず当日参加される方は、大会参加費を受付にて現金でお支払いください。 

 

一般会員    ：4,000 円  

一般会員（年収 300 万円以下）  ：2,000 円 

臨時（当日）会員    ：4,000 円 

臨時（当日）会員（年収 300 万円以下） ：2,000 円 

 

５．懇親会 － 開催いたしません 

 

６．発表時間   

 

個人発表：発表 20 分・質疑応答 5 分 

共同発表：発表 40 分・質疑応答 10 分 

（ただし，発表者が１名の場合は，個人発表に準じます。） 

 

７．発表取り消し 

 

発表の取り消し、および発表日時の変更は原則として認めていません。 

発表の取り消しの場合は、早急にお知らせください。 

 

８．当日配布資料 

 

レジュメ等の発表資料を配布される場合は、30 部以上ご用意ください。 

大会会場でのコピーはできません。 

 

９．発表に際しての注意  

 

発表の際、プロジェクターは各部屋に備え付けてあります。 

パソコンについては、ご自身のものをご準備ください。 

 

１０．受付・クローク 

 

大会にご参加される方々には、事前申込、当日参加申込、いずれの場合でも、当日受付にて

参加証と領収書をお渡しいたします。大会に参加される方は必ず受付にお立ち寄りください。 

なお、参加証は名刺サイズのものとなっております。各自、参加証を入れるためのネームフォ

ルダーをご持参ください。 
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大会 1 日目（6/29・土）の午後（12 時 30 分～18 時）および大会 2 日目（6/30・日）の終日  

（9 時 30 分～18 時）は、百二十年館 1 階 12002 教室で荷物をお預かりします。 

大会 1 日目（6/29・土）の午前はクロークを設けません 

 

１１．会員控室 

 

【1 日目 6 月 29 日（土）】 

午前は会員控室を設けません 

12 時 30 分～17 時 45 分 百二十年館Ｂ1 階 12013 教室 

【2 日目 6 月 30 日（日）】 

 9 時 30 分～17 時 45 分 百二十年館Ｂ1 階 12013 教室   

（抜刷・資料交換コーナーも同じ部屋に設ける予定です） 

 

１２．書籍展示・販売 百二十年館Ｂ1 階 12015 教室 

 

【1 日目 6 月 29 日（土）】 13 時 30 分～17 時 

【2 日目 6 月 30 日（日）】  9 時 30 分～17 時 

 

１３．昼食 

 

会場近くには食事をする場所が多くありません。コンビニも近くにはあまりありませんので、各自

昼食をご用意ください。昼食は控室、ラーニングコモンズかえでで食べられるようにする予定です。

昼食のゴミは、各自お持ち帰りください。 

 

１４．大会本部 

 

百二十年館 Ｂ1 階 12007 教室 

 

１５．大会実行委員会連絡先  

 

日本子ども社会学会第 30 回大会実行委員会 

E-mail：kosha30tokyo@gmail.com 

 

大会当日（6 月 29 日，30 日） 緊急電話連絡先 

０９０—２８１５—８０８４ 
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日本女子大学目白キャンパスへのアクセス 

 

【最寄駅からのアクセス】 

 

＜JR「目白駅」＞徒歩 15 分、バス約 5 分（バス停の位置は地図画像を参照） 

⚫ 【都営バス（学 05）】日本女子大学前行（直行）  ← 日曜日は運行なし 

乗車「目白駅前」バス停（2）、下車「日本女子大前」バス停（4） 

⚫ 【都営バス（白 61）】新宿駅西口行き、またはホテル椿山荘東京行き 

乗車「目白駅前」バス停（1）（3）、下車「日本女子大前」バス停（5） 

＜東京メトロ副都心線「雑司が谷駅」＞（3 番出口）から 徒歩 8 分 

＜東京メトロ有楽町線「護国寺駅」＞（4 番出口）から 徒歩 10 分 

＜羽田空港＞ 

 羽田空港 → 目白駅 →日本女子大学 約 1 時間 15 分（電車を利用の場合） 

＜新幹線駅＞ 

 品川駅 → 目白駅 → 日本女子大学 約 45 分（JR 山手線を利用） 

 東京駅 → 目白駅 → 日本女子大学 約 45 分（ 同上 ） 

 東京駅 → 池袋駅 → 雑司が谷駅 →日本女子大学 約 35 分 

（東京メトロ丸の内線、副都心線を利用）  

 大宮駅 → 池袋駅→ 目白駅 →日本女子大学 約 60 分 

   （JR 湘南新宿ラインまたは埼京線および山手線を利用）  
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会場マップ 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 大会前日 評議員会・理事会 ：新泉山館 2 階 

⚫ 大会 1 日目 午前 ：新泉山館 1 階および 2 階 

⚫ 大会 1 日目午後及び大会 2 日目 主会場 ：百二十年館 Ｂ1 階 

受付・クローク ：百二十年館   １階 

 

 

 

 

  

新泉山館 

6/28（金）：評議員会・理事

会 

6/29（土）：午前～13 時  

・公開シンポジウム 

・研究発表Ⅰ 

・総会、学会賞授賞式  

百二十年館 

6/29（土）：午後  

 ・企画ワークショップ 

 ・研究発表Ⅱ 

6/30（日）：終日  

・研究発表Ⅲ 

・ポスター発表  

・テーマセッション 

・ラウンドテーブル 

日曜日は閉門 

日 曜 日 は 正 門 し か

空 い て おりま せん 。

30 日（日）は正門よ

りお入りください。 
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大会議室 

6/29（土）：10:20～  

・公開シンポジウム 

6/29（土）：12:10～  

・総会、学会賞授賞式  

大会議室 入口付近 

6/29（土）：9:30～12:00 

・大会受付  

正面玄関 
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新泉 201 教室 

6/29（土）：10:20～12:00 

・研究発表Ⅰ-1 

会議室１ 

6/29（土）：10:20～12:00 

・研究発表Ⅰ-2 
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ラーニング・コモンズ

かえで 

6/30（日）：  

 ・ポスター発表  

12015 教室 

・書籍展示・販売  

12001 教室 

6/29（土）：午後  

・企画ワークショップ 

6/30（日）：午後  

・記念テーマセッション 

12008 教室 

6/29（土）：午後  

・研究発表Ⅱ-1 

6/30（日）：午前/午後  

・研究発表Ⅲ-1 

・ラウンドテーブルⅠ     

12009 教室 

6/29（土）：午後  

・研究発表Ⅱ-2 

6/30（日）：午前/午後  

・研究発表Ⅲ-2 

・ラウンドテーブルⅡ 

12011 教室 

6/29（土）：午後  

・研究発表Ⅱ-4 

12010 教室 

6/29（土）：午後  

・研究発表Ⅱ-3 

6/30（日）：午前/午後  

・研究発表Ⅲ-3 

12013 教室 

・会員控室  

12007 教室 

・大会本部  

12006 教室 

・スタッフ控室

＊B1 階のトイレは本来女性用ですが、 

学会期間中は男性用トイレとします。 

女性は 1 階のトイレをお使いください。 

なお、隣にある百年館高層棟のトイレについて

も、男女共に使用できるようにしております。 
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12101 教室 

6/29（土）：12:30～18:00 

6/30（日）： 9:30～18:00 

・大会受付  

12101 教室 

6/29（土）：12:30～18:00 

6/30（日）： 9:30～18:00 

・クローク 

6/30（日）：12:00～13:30 

12108 教室 

・紀要編集委員会 

12107 教室 

・研究交流委員会 

12106 教室 

・共同研究事業委員会

12105 教室 

・学会賞選考委員会 

6/30（日）：12:00～13:30 

12104 教室 

・広報・メディア委員会 

10



 

研究交流委員会企画シンポジウム 

2024 年 6 月 29 日（土）10 時 20 分～12 時 00 分 

新泉山館 1 階 大会議室 

 

子どもの「居場所」は誰が決める？ 

－こどもまんなか社会における教育の「義務」と「権利」－  

 

シンポジスト：  西野博之 氏（認定 NPO 法人 フリースペースたまりば 理事長） 

工藤 啓 氏（認定 NPO 法人 育て上げネット 理事長） 

指定討論者： 林 浩康 氏（日本女子大学人間社会学部社会福祉学科教授） 

企画・司会： 加藤直子（立正大学社会福祉学部子ども教育福祉学科特任講師）  

 

 

【企画趣旨】 

日本国憲法 26 条１項、２項には、学校に行くことは子どもの権利であり、行かせることは保

護者の義務であると明記されている。しかしながら、この教育の「義務」と「権利」について、そ

の主体たる子どもの思いや状況からかけ離れたところで議論されている感は否めない。子ども

にとっての真の居場所とはどのような場所なのか、そして居場所を選択するのは誰なのだろう

か。 

近年、いわゆるオルタナティブ教育を行う学校の設立が著しい。子ども達が、親が、社会が

これまでの日本の画一的な教育制度に異を唱え始めてから久しいが、従来の学校との共存を

探りつつ、学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）の設立に見るように、ようやく新しい

学校のあり方やそのシステムを形作る方法が確立されつつあるからではないか。不登校の子

どもたちや、行き場のない青少年、所属感を得ることができないまま成長した人々、こうした子

ども達やかつて子どもであった人々が自分らしくあるための、真の居場所を当事者と共にデザ

インしていくことが現代社会に求められているのだろう。 

こうした背景から、これまでの制度にとらわれず、子どもの真の居場所づくりを模索し続け、

神奈川県川崎市子どもの権利条例策定に携わり、それを具現化した「川崎市子ども夢パー

ク」アドバイザーである西野博之氏、すべての若者が社会的所属を獲得し、「働く」と「働き続

ける」を実現できる社会の実現に向け、若者支援、保護者支援、学習支援、学校教育支援な

どの活動を行っている工藤啓氏に話題提供していただく。さらに、意思決定過程への当事者

参画、子ども家庭支援を専門とされる日本女子大学林浩康教授を指定討論者に迎え、子ど

もの居場所のあり方とこどもまんなか社会における教育の「義務」と「権利」について考え、そ

れを支えるための社会的ネットワークを構築する方法について各方面から活発に議論したい。  

 

（大会実行委員：加藤直子）  
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研究発表Ⅰ 

2024 年 6 月 29 日（土）10 時 20 分～12 時 00 分 

新泉山館 2 階 新泉 201 教室 

 

Ⅰ－１ 【 子どもと文化 】 

司会  細辻 恵子（甲南女子大学） 

   

 

10 時 20 分～10 時 45 分 

初期ラジオ放送における口演童話家の活躍―安倍季雄を中心に― 

 

中村 美和子（お茶の水女子大学） 

 

10 時 45 分～11 時 10 分 

戦前期日本の少女雑誌における身の上相談と読者意識  

 

田中 卓也（育英大学） 

 

11 時 10 分～11 時 35 分 

蓮如上人の子守唄「優女」と中世芸能－子ども関与の文化の歴史地理的考察－  

 

鵜野 祐介（立命館大学） 

 

11 時 35 分～12 時 00 分 

総括討論 
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研究発表Ⅰ 

2024 年 6 月 29 日（土）10 時 20 分～12 時 00 分 

新泉山館 2 階 会議室 1 

 

 

Ⅰ－２ 【 子どもと学び・教育 】 

司会  山田 浩之（広島大学） 

   

 

10 時 20 分～10 時 45 分 

読書量の多寡がその後の自己認識に及ぼす影響－調査データからの考察－  

 

腰越 滋（東京学芸大学） 

 

10 時 45 分～11 時 10 分 

人口減少社会における高校教育の再編計画に関する基礎的検討  

 

上地 香杜（静岡大学） 

 

11 時 10 分～11 時 35 分 

学習時間と成績の関連は線形か非線形か 

 

大久保 心（立教大学） 

 

11 時 35 分～12 時 00 分 

総括討論 
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研究交流委員会企画 

2024 年 6 月 29 日（土）14 時 00 分～15 時 30 分 

百二十年館Ｂ1 階 12001 教室 

 

 

多世代参加型ワークショップ：  研究者のワーク・ライフ・バランス 

 ～子どもに関わることに注目して～ 

 

 

企画担当者： 田村 恵美（東京家政大学）  

山瀬 範子（國學院大學）  

話題提供者： 多賀 太（関西大学）   

※話題提供後、ワークショップとなります 

 

 

 【企画趣旨】  

平成 19 年 12 月、「官民トップ会議」が策定した「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）憲章」では、「誰もがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たす一方で、

子育て・介護の時間や、家庭、地域、自己啓発等にかかる個人の時間を持てる健康で豊かな

生活ができるよう、今こそ、社会全体で仕事と生活の双方の調和の実現を希求していかなけ

ればならない。」という。 研究者である私たちもワーク・ライフ・バランスにかかる悩みや不安、

心配事に直面することが少なくない。研究、教育、校務などのワークを充実させたい一方で、

婚活、妊活、子育て、孫育て、家族の介護や療養といったライフにもしっかり関わりたいと考え

ている人は多いのではないか。本企画では、特にライフの中でも特に子どもに関わることに注

目をしたい。 研究者にとって、大学・大学院を卒業し就職活動に関わる時期と子どもを持つこ

とを意識したり、親になり、子育てが始まる時期が重なったり近接したりすることは少なくない。

また、研究者としての一定のキャリアを得てから妊活に取り組んだり、親になったりする人もい

る。自身の子育てを終えた後、孫育てと仕事の両立を図る人もいる。 子どもを産み、育てるた

めの様々な制度が整えられてきた一方、制度により研究活動に制限が加えられることもある。

本ワークショップでは、若手からベテラン世代まで、様々な世代がワークショップを通じて交流

する中で、「子ども」をキーワードとしてワーク・ライフ・バランスに係る思いや悩み、もやっとして

いることなどを出しあい、どのような理解やサポートが必要なのかを考える契機としたい。ま

た、それぞれの参加者がワーク・ライフ・バランスの実現のために、日々の営みのなかで直面

している困ったことへのヒントを得る場所にもしたい。 様々な世代の会員に気軽に参加してい

ただき、研究交流をはかるワークショップであるため、多くの会員の参加を期待する。   
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研究発表Ⅱ 

2024 年 6 月 29 日（土）15 時 45 分～17 時 25 分 

百二十年館Ｂ1 階 12008 教室 

 

 

Ⅱ－１ 【 海外の保育・子育て 】 

司会  保木井 啓史（福島大学） 

 

 

15 時 45 分～16 時 10 分 

家族的ケアは『どのように』良いのか？  

－ルーマニア孤児の民族誌から考える家族的環境の実践と応用－  

 

浅田 直規（筑波大学人文社会科学研究科）  

 

16 時 10 分～16 時 35 分 

保育における環境教育についての一考察  

： スウェーデンの就学前学校での自然活動体験を基に 

 

土橋 久美子（白百合女子大学）  

 

16 時 35 分～17 時 00 分 

ノルウェーの自然幼稚園における幼児のジェンダー意識に関する研究  

 

松田 こずえ（武蔵野大学教育学部）   

 

17 時 00 分～17 時 25 分 

総括討論  
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研究発表Ⅱ 

2024 年 6 月 29 日（土）15 時 45 分～17 時 45 分 

百二十年館Ｂ1 階 12009 教室 

 

 

Ⅱ－２ 【 子どもと福祉 】 

司会  高橋 靖幸（新潟県立大学）  

 

 

15 時 45 分～16 時 10 分 

児童館プログラムの実施割合の実態把握  

 

門倉 洋輔（小田原短期大学）  

 

16 時 10 分～16 時 35 分 

児童養護施設における児童相談所との連携の諸相  

 

山口 季音（至誠館大学）  

 

16 時 35 分～17 時 00 分 

居場所施設ボランティアによる話しかけ場面の分析  

：＜呼びかけ－応答＞連鎖に着目して 

 

執行 治平（東京大学大学院）  

 

17 時 00 分～17 時 25 分 

児童養護施設退所者の家族形成  

－恋愛・結婚における選択と定位家族への語りに着目して－  

 

西林 佳人（関西大学大学院社会学研究科） 

 

17 時 25 分～17 時 45 分 

総括討論  
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研究発表Ⅱ 

2024 年 6 月 29 日（土）15 時 45 分～17 時 45 分 

百二十年館Ｂ1 階 12010 教室 

 

 

Ⅱ－３ 【 子どもを取り巻く環境 】 

司会  田中 理絵（西南学院大学）  

 

 

15 時 45 分～16 時 10 分 

個別学習支援における子どもからの援助の求め 

 

柳川瀬 真衣（関西学院大学）  

 

16 時 10 分～16 時 35 分 

自己肯定感スコアからみた子供・若者の学校外社会生活の現状  

－『子供・若者総合調査』プレ調査の結果から－  

 

古賀 正義（子供若者支援研究所） 

 

16 時 35 分～17 時 00 分 

入学者選抜の方法によって測定する資質はどう異なるか 

：JLSCP（親子パネル調査）を用いた検討 

 

木村 治生（ベネッセ教育総合研究所） 

 

17 時 00 分～17 時 25 分 

 子どもを取り巻く社会環境（資源）の開発と幼児教育施設経営  

－小規模保育事業の事例分析－ 

 

田中 謙（日本大学） 

 

17 時 25 分～17 時 45 分 

総括討論  
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研究発表Ⅱ 

2024 年 6 月 29 日（土）15 時 45 分～17 時 45 分 

百二十年館Ｂ1 階 12011 教室 

 

 

Ⅱ－４ 【 子ども論 】 

司会  香川 七海（日本大学） 

 

15 時 45 分～16 時 10 分 

ハーバート･リードの教育思想におけるプラトン哲学の位置  

 

由良 知彦（元・京都市立中学校美術科教諭） 

 

16 時 10 分～16 時 35 分 

子ども研究における心理・精神をめぐる言説（２） 

 

池田 隆英（岡山県立大学）  

  

16 時 35 分～17 時 00 分 

演じる行為にみる「子ども文化」  

：岩田慶治の子どものコスモロジー論を手がかりに 

 

上林 梓（大阪大学） 

 

17 時 00 分～17 時 25 分 

不安定な相互作用からいかに話し合いの規範が立ち上がるか 

−生徒たちの自主活動におけるフィールドワークデータの相互行為分析− 

 

大西 未希（駿河台大学情報処理教育センター）  

 

17 時 00 分～17 時 45 分 

総括討論  
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研究発表Ⅲ 

2024 年 6 月 30 日（日）10 時 00 分～12 時 00 分 

百二十年館Ｂ1 階 12008 教室 

 

 

Ⅲ－１ 【 子どもと地域・家庭 】 

司会  髙橋 均（北海道教育大学） 

                                          

 

10 時 00 分～10 時 25 分 

中国系家庭における親子葛藤に関する先行研究の現状  

－中国国内と日本国内の動向比較－  

 

◯ 郝 紅竹（大阪公立大学大学院）  

吉田 直哉（大阪公立大学）  

 

10 時 25 分～10 時 50 分 

把握されない子どもたち―散在地域の外国につながる子ども 

 

吉田 美穂（弘前大学） 

 

10 時 50 分～11 時 15 分 

資格課程における女子学生の「進路変更」経験  

－母と娘の特殊な関係性に着目して－ 

 

金弘 実久（広島大学大学院）  

 

11 時 15 分～12 時 00 分 

総括討論  
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研究発表Ⅲ 

2024 年 6 月 30 日（日）10 時 00 分～12 時 00 分 

百二十年館Ｂ1 階 12009 教室 

 

 

Ⅲ－２ 【 職としての保育者 】 

司会  結城 孝治（國學院大学）  

 

10 時 00 分～10 時 25 分 

保育者の職の継続（Ⅷ）  

―異動をめぐる葛藤とその克服に着目して― 

 

中井 雅子（元・十文字学園女子大学） 

 

10 時 25 分～10 時 50 分 

すべての子どもに平等かつ順番に当番活動を課す日本の保育者の葛藤  

 

◯ 加藤 望（名古屋学芸大学）  

肥田 武（一宮研伸大学）  

中坪 史典（広島大学大学院）  

 

10 時 50 分～11 時 20 分 

総括討論  
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研究発表Ⅲ 

2024 年 6 月 30 日（日）10 時 00 分～11 時 20 分 

百二十年館Ｂ1 階 12010 教室 

 

 

Ⅲ－３ 【 職業観 】 

司会  多賀 太（関西大学） 

 

10 時 00 分～10 時 25 分 

医療的ケア児保育における看護職との連携に関する考察  

 

二宮 祐子（文教大学） 

 

10 時 25 分～10 時 50 分 

工業系女子が語るブルーカラー労働  

 

尾川 満宏（広島大学） 

 

10 時 50 分～11 時 20 分 

 総括討論 
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ポスター発表 

（在籍責任時間）2024 年 6 月 30 日（日）12 時 00 分～13 時 30 分 

百二十年館Ｂ1 階 ラーニングコモンズかえで 

 

司会・進行 境 愛一郎（共立女子大学） 

 

 

① 幼稚園 5 歳児の「転がし遊び」にみる試行錯誤の様相：4 歳児との比較を中心に 

 

松原 未季（大阪信愛学院大学） 

 

 

② 沖縄の子どもたちの学力と教職員の病休率の関連性  

 

西本 裕輝（琉球大学） 

 

 

③ 男性保育士の初期キャリアにおけるリアリティ・ショックと専門的成長  

～管理職が考える保育士に必要な資質項目についてのインタビューから～  

 

吉田 貴子（大阪国際大学短期大学部）  

山口 真希（花園大学） 

 

 

④ 園を辞めたが保育を辞めなかった保育士から探るやりがい 

－離職を経験した 3 年目保育士の語りから－  

 

髙口 知浩（純真短期大学）  

伊勢 慎（福岡県立大学）  

井手 裕子（東亜大学） 
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テーマセッション 

2024 年 6 月 30 日（日）13 時 30 分～15 時 10 分 

百二十年館Ｂ1 階 12001 教室 

 

研究交流委員会 30 周年企画 

多様な「子ども」への視角 

― 子ども社会研究における対話の可能性を探る ― 

 

【登壇者】 

茶谷 智之氏（兵庫教育大学 子ども家庭福祉、南アジア地域研究）  

古殿 真大氏（名古屋大学大学院（院生）  障害児教育、医療社会学）  

水津 幸恵氏（三重大学 幼児教育・保育） 

西林 佳人氏（関西大学大学院生 児童養護施設） 

 

【指定討論者】 

元森 絵里子氏（明治学院大学 子ども社会学・歴史社会学）  

 

【企画趣旨】 

本学会は、「子ども」に着目したテーマセッション、紀要特集等の企画を積み重ねてきた。そ

れらを概観すれば、近年、「子ども」という対象、及びその対象を理解するためのアプローチが

多様化し、相互での対話が求められていると整理することができる。 

28 号の紀要特集「子ども社会研究における〈子ども〉理解のいま」の巻頭言でも、「〈子ども〉

理解の多様な動向とそこから浮かび上がる現代的課題の共有、そして〈子ども〉理解への多

様なアプローチ間での対話」（多賀、2022、7 頁）を促すことが、特集の目的だと記された。 

 他方、本学会は、設立以降「学際性」を理念としてきた。「学際性」については、29 号の紀要

特集「会員調査からみる学会の「学際性」の来し方行く末」に詳しい。そこでは、子ども社会の

多様性を理解する機運が高まっている今、問われるべきは「子どもの多様性にアプローチする

われわれ（研究者、実践者など）の視点であり、その視点が多様化し、共有困難であるかを自

覚すること」（片山、2023、20 頁）だという。 

 対象もアプローチも多様化するなか、我々にはどのような対話が可能なのだろうか。30 周年

を迎える節目の年に、本学会でこれまで蓄積された知見を基盤とし、次代を担う若手会員と共

にブレイクスルーを探りたい。 

 

（担当委員：坪井 瞳・西本 佳代） 
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ラウンドテーブルⅠ 

2024 年 6 月 30 日（日）15 時 25 分～17 時 45 分 

百二十年館Ｂ1 階 12008 教室 

 

テーマ 

幼児・児童の仲間と繋がる力 

－言語・非言語的コミュニケーションの分析から－  

 

 

１）コーディネーター： 

岩田 美保（千葉大学） 

 

２）司会者： 

広瀬 由紀（共立女子大学）  

 

３）提案者： 

秋國 郁（東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科）  

翁川 千里（東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科）  

広瀬 由紀（共立女子大学）  

岩田 美保（千葉大学） 

 

４）討論者： 

岩田 恵子（玉川大学） 

 

 

内容 

 幼児・児童の仲間と繋がる力について、幼児期の観察から得られた、仲間間で発せられるオ

ノマトペや感情語を含むやりとりや、配慮を要する子どもを含むやりとり、さらに児童期の他者

を配慮した繋がりに関わる事例やデータをふまえて多角的に検討する場としたい。 
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ラウンドテーブルⅡ 

2024 年 6 月 30 日（日）15 時 25 分～17 時 45 分 

百二十年館Ｂ1 階 12009 教室 

 

テーマ 

性教育のこれから： 包括的性教育とは 

 

 

１）コーディネーター： 

山田 富秋（松山大学） 

 

２）司会者： 

臼杵 百合子（日本保健医療大学） 

 

３）提案者： 

森居 あかね（群馬県教育委員会）  

茂木 慎太郎（心の教育・性教育・人間教育を考える会） 

及川 育美（心の教育・性教育・人間教育を考える会） 

 

 

内容 

 性教育について、ラウンドテーブルを４回実施。その結果として性教育冊子を制作、小・中・

高・大学で教材として使用され、その反響から「これからの性教育」について、特に包括的性

教育の実施について、教育関係者、保護者等で協議検討する。 
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実行委員： 石黒 万里子（東京成徳大学）  担当：学会事務局 

請川 滋大（日本女子大学）  〇委員長 

加藤 直子（立正大学）    担当：企画シンポジウム等 

境 愛一郎（共立女子大学）  担当：ポスター発表等 
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